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修士論文要旨
遊び場面における乳幼児のインタラクション成立に関わるモノの役割
Aroleofobjectsbrestablishmentoftheinfants’interactioninplay
小板　史美（FumiKoita）　　　指導：根ケ山　光一
◆問題◆
0～3歳の子どものインタラクションにおいて，モノが
重要な役割を果たすことは多くの研究によって示されてい
る（青井，1984；江口，1979；遠藤，1983；鈴木ら，1981
など）。インタラクションにおいてモノを介在させることに
関する研究は多いものの，積み木遊び（藤崎・無藤，1985）
やごっこ遊び（田口，2004）といったような特定の遊びの中
におけるモノに関する研究や，授受やいざこざなど特定の
操作や限定された場面に焦点を当てた研究が多い。中野
（1984）が指摘するとおり，遊びは複数の次元で構成されて
いるにもかかわらず，遊び場面を対象にした研究の多くで
は「用いられるモノの種類」や「遊びの型」といった単一
次元からの分析が行われてきた。
◆目的◆
本研究では，子どもの遊び場面におけるモノを介したイ
ンタラクションを視点を固定せず捉え，インタラクション
の構成要素を分析する。さらに，モノの介入によって引き
出された行為の構造を明らかにし，仮説生成を行う。そし
て得られた仮説をもとに，1歳児と3歳児のインタラクシ
ョンの質的な違いを明らかにし，発達プロセスを検討する。
◆方法◆
埼玉県内にある私立保育園の1歳児クラスと3歳児クラ
スの園児3名ずつを対象とし，2005年8月～2006年6月
の期間で観察を行った。この期間内，2週間に1回の頻度
で7ケ月間保育園を訪れ，VTR撮影を行った。各回の撮影
は1歳児クラスと3歳児クラスのいずれかとし，1回の撮
影は1～2時間程度行った。撮影された映像から『モノの
介入のあるインタラクション』を抽出し，さらに「遊びの変
容」と「モノの離脱・変更・介入」に伴い区切った。その区切
られた1単位を1エピソードとし，分析を行った。分析方
法にはKJ法（川喜田，1986）を採用し，得たエピソードを
分類し，概念化した。
◆結果と考察◆
抽出されたエピソード数は55事例あり，それは15の第
1次カテゴリに分類され，さらに，7つの第2次カテゴリ
に分類された。この7つは2つの第3次カテゴリに分類さ
れた。
第1次カテゴリの①攻撃②挑発は「1：被行為者にとって
は身体的にネガティブな要素を多く含む強い自発的な行
為」に分類され，③モノの所属・所有を意識する④身に着け
る⑤手慰みの3つは「2：独占的にモノに関わる行為」，⑥遣
る⑦あげるは「3：受け渡し行為」，⑧注視は第2次カテゴリ
でも「4：注視」だけのカテゴリとなった。以上が第3次カテ
ゴリでの“A：個体間のつながりを生成する機能をもつか
インタラクションに分類された。また⑨自作⑩並行状態に
て進行されるは「5：各々の園児がそれぞれのモノを操作し，
活動する行為」，⑪行為者との関わりをモノへ投影している
⑫協力は「6：行為者の主な意図がモノの操作ではなく，イン
タラクションである行為」，⑬モノが参加条件となっている
⑭集束⑮模倣が「7：同じことを行うことに収束する行為」に
分類され，これらは第3次カテゴリの“B：集団の求心性
を強める機能を持つインタラクション”に分類された。
これらの分類によって生成されたカテゴリとインタラク
ションに必要なスキルとその獲得過程との関係を考察した。
インタラクションに必要なスキルとは（1）自他の分離，から
始まり，（2）「他者＝意図を持つ存在」であることの理解や，
（3）集団内に存在するルールや原理の理解がある。これらは，
モノによって引き出された①～⑮のような行為によって獲
得が促され，そしてさらに発達する（丘gurel）。
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